
                     

                     

                     

住所▶川崎区駅前本町２６－２
　　　川崎アゼリア
　　　「デリチカ惣菜馳走」内
時間▶午前10時～午後９時
電話▶０４４－２７１－７６５６
定休日▶川崎アゼリアに準ずる

※マルイファミリー溝口店
　（地下1階）でも販売

仕出し屋 AZABU

牛カルビの恵方巻
販売価格▶１０８０円　　サイズ▶長さ約19cm、太さ約５cm

黒毛和牛のお弁当がメインの店。オリジナル甘辛だれで焼いた
カルビ焼き肉と、にんじんナムル、錦糸卵、

サニーレタスが巻かれています。
２月２日（水）まで予約受け付け。２月３日（木）販売分は、なくなり次第終了。

住所▶中原区木月１－３０－２２
　　　みどりやビル１階
時間▶午前１１時～
　　　午後３時３０分、
　　　午後５時～９時３０分
電話▶０４４－４３３－３７８１
定休日▶不定休

富 士 見 庵

秘伝のタレにくぐらせた大エビの天ぷら１本を、
蕎
そ ば

麦ふりかけご飯で包み、ボリューム満点。シソの葉、柴漬けが
ちょうど良いアクセント。味はマヨネーズと蕎麦みその２種類。

海老天まるまる恵方巻
販売価格▶１本８５０円、２本１６００円　　サイズ▶長さ約１９cm、太さ約５cm

予約優先。２月３日（木）は午前11時～午後３時、午後５時～７時に販売します。

住所▶川崎区駅前本町７－７
　　　川崎モアーズ８階
時間▶午前１１時～午後１１時
電話▶０４４－２００－０５５０
定休日▶川崎モアーズに準ずる

きじま 川崎店

天然タイガー海老と煮穴子、平飼い卵の卵焼きに職人の技が光る
煮物を合わせ、定番の恵方巻きを豪華に仕立てました。
無添加で、昔ながらの製法を大切にした贅

ぜいた く

沢な逸品です。

うみさち恵方巻 販売価格▶２５７０円
サイズ▶長さ約１９cm、太さ約５cm

予約販売のみ。専用申込書で１月29 日（土）まで受け付け。
受け取りは２月２日（水）、３日（木）午前11時～午後８時、きじま川崎店で。

やわらかな豚のヒレ肉を使い、うま味を閉じ込めるように
揚げて白飯と合わせた、お肉屋さんならではの太巻き。
受験に「勝（カツ）」、縁起グルメにもピッタリです。

ヒレカツ巻き 販売価格▶７３５円
サイズ▶長さ約２０cm、太さ約４.5cm

２月３日（木）店頭で販売。３０本限り。

牛カルビ、小松菜ナムル、ニンジンナムル、ソーセージ、卵焼き、
キュウリ、たくあんの７種類の具材を、すし飯で巻いた韓国風
の太巻き。ノリにゴマ油が塗ってあるので、手袋も付いています。

順姫恵方巻 販売価格▶１本６２６円（ハーフ３２４円）
サイズ▶長さ約19cm、太さ約５cm

２月２日（水）まで予約受け付け。２月３日（木）は正午から販売。なくなり次第終了。

住所▶中原区下小田中１－６－２
時間▶午前11時30分～
　　　午後１時30分、
　　　午後５時～1１時
電話▶０４４－７４０－３４５８
定休日▶日曜

※当日の販売は15本限定

鈴や 武蔵中原店

海鮮恵方巻 販売価格▶１５００円
サイズ▶長さ約20cm、太さ約４.5cm

〝新鮮さ〟が売りの居酒屋が作る恵方巻き。
毎朝市場から仕入れている鮮魚をたっぷり使用しています。
具材はマグロ、サーモンのほか海鮮各種とキュウリ、卵。

予約は１月21日（金）から2月1日（火）まで。
武蔵中原店のほか、すずや本店、すずやはなれでも受け付け。

（予約店での受け取り可。受け取り時間は午後5時から10時まで）

住所▶川崎区渡田東町１８－１０
時間▶午前10時～
　　　午後７時30分
電話▶０４４－２８０－６０５６
定休日▶日曜、祝日

きむちshop 順姫
す　　に

住所▶川崎区駅前本町７－７
　　　川崎モアーズ地下２階
　　　「かわさき市場」内
時間▶午前10時～午後９時
電話▶０４４－５８９－７１２３
定休日▶川崎モアーズに準ずる

お肉処 牛蔵
にくどころ うしくら

　いまや全国的におなじみになった節分の恵方巻き。その年

の運気の良い方角（恵方）に向かって食べると願いがかなう

とされています。２０２２年の恵方「北北西」を向いてかぶ

りつきたい、個性豊かな「恵方巻き」を紹介します。

２月３日（木）は節分！ 無病息災を願って…

恵方巻きをガブリ!!
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六白
金星

二黒
土星

七赤
金星

三碧
木星

八白
土星

四緑
木星

九紫
火星

五黄
土星

一白
水星

精神面での進歩発展がある。本音本質を見つ
める時。思い込みでの判断から離れてね♡「ど
う思われるか」より「どう思うか」が大事

目先だけでなく少し遠くを見る時。しっかり
見渡して見通しを良くしてね。本質を見抜か
ないと見当違いが多くなる♡人の目線も大事

タイミングが合う時。明るい日差しを感じる。
多くのものを持ち自信が湧いてくる。持って
る時にやるべきことを怠らない♡素直な心

勢いにのってやり過ぎている事がある時。身
体にも気持ちにも影響が出る。力以上のこと
に手を出さない♡嫌なら断る。丁重にね

邪魔や嫉妬、誘惑を振り払う時。自分の為に
ならないものが身近にある。それに心引かれ
る自分。誘惑に負けないでね♡仕上げが肝心

何らかの動き変化が起こりそう。単独でなく
人と協力しあって良くなっていく時。周囲と
の良き関係を築いておくこと♡欲張らない

対立やもめ事が起きやすい時。勝つだけが必
ずしも良いとは限らない。強引なやり方で手
にするのは一時的なもの♡方針変えてみる

途中で方針や気が変わる。表面だけで従って
いる時。自分をしっかり持って進めば吉。ハ
イハイと見せかけだけの態度ダメ♡優柔不断

憂いが解ける時。きつい言葉や態度は成長さ
せる為の手段。あなたの胸には真心がいっぱ
い。いずれ相手にも伝わる♡結果より道のり

鑑定士：文月 紫里羅（ふづき しりら）
070（1391）8777

今週の九星易占い今週の九星易占い 月 日１ 月 日～ ２ ３21

                     

　　

今
週
の
注
目
記
事

■ お風呂が新品同様に　　 … 〔２〕

■ 老舗のおいしい日本茶　　… 〔３〕

■ 浮世絵３大巨匠が共演　 … 〔４〕

■ 幼稚園の人気メニュー紹介… 〔７〕

人
気
は
、
シ
ン
プ
ル
な
「
令
和
逸
品

飾
り
」。
ひ
な
壇
や
金
屏
風
を
置
か

ず
、
部
屋
の
壁
を
背
景
に
、
お
ひ
な

さ
ま
と
、
ぼ
ん
ぼ
り
や
生
花
を
飾
り

ま
す
。
幼
い
子
ど
も
で
も
自
分
で
飾

れ
る
大
き
さ
と
重
さ
な
の
で
、
子
ど

も
に
と
っ
て
は
「
自
分
で
飾
れ
た
」

と
い
う
喜
び
が
味
わ
え
、
自
信
や
自

主
性
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
生
活
空
間
に
調
和
す
る
「
逸
品
飾

り
」。「
付
属
品
の
花
瓶
に
、
散
歩
の

途
中
で
見
つ
け
た
草
花
な
ど
を
飾
れ

ば
、
お
ひ
な
さ
ま
を
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
の
で
は
」
と
小
林
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　
同
店
の
ひ
な
人
形
は
ど
れ
も
熟
練

し
た
職
人
に
よ
る
手
作
り
品
。「
か

わ
さ
き
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
小
林
さ
ん

が
厳
選
し
た
人
形
だ
け
が
並
ん
で
い

ま
す
。

　
中
で
も
衣
装
に
直
接
絵
柄
が
施
さ

れ
た
「
手て

描が
き

彩さ
い

色し
き

雛び
な

」
は
、
人
気
シ

リ
ー
ズ
で
す
。
花
や
鳥
、風
景
な
ど
、

生
活
し
て
い
る
中
で
自
然
に
見
ら
れ

る
も
の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
お
ひ
な
さ
ま
を
通
し
て
、
ふ
る
さ

と
の
花
、
風
景
、
郷
土
に
親
し
み
を

持
ち
、
将
来
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
て

も
ら
お
う
と
い
う
「
ふ
る
さ
と
雛
」

も
。「
神
奈
川
県
　
ふ
る
さ
と
雛
」

は
神
奈
川
県
の
花
「
ヤ
マ
ユ
リ
」、

川
崎
市
の
花
「
ツ
ツ
ジ
」
な
ど
が
あ

し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
47
都
道
府
県

の
「
ふ
る
さ
と
雛
」
を
オ
ー
ダ
ー
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
（
作
業
時
間
約

１
カ
月
）。

　
一
体
ず
つ
微
妙
に
違
う
顔
の
表

情
、
髪
の
毛
や
瞳
、
ま
つ
げ
な
ど
の

緻
密
な
線
、
衣
装
の
重
な
り
具
合
な

ど
、
一
目
で
違
い
が
分
か
る
逸
品
ぞ

ろ
い
。
店
に
行
く
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
で
写
真
の
や
り
と
り
も
で
き
ま

す
（
下
記
広
告
内
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
）。
川
崎
じ
も
と
応
援
券
使
用
可
。

　
場
所
　
川
崎
区
新
川
通
３
の
10

　大正 12 年創業。100 年近く続く老舗の人形店「人形工房はやしや」
（川崎区新川通）には、毎年この時期、さまざまなひな人形が並びます。
寒い日が続く中、店内は春を感じさせるような華やかさです。

　
ひ
な
人
形
は
〝
大
事
な
も
の
で
、

壊
れ
や
す
い
〞
と
い
う
理
由
で
、
大

人
が
飾
る
、
子
ど
も
に
は
触
ら
せ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
の
中
に
飾
っ
て
い
る
の
で
触
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
家
庭

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
節
句
文
化
の
普
及
に
取
り
組

む
、
３
代
目
代
表
で
人
形
師
の
小
林

誠
さ
ん
は
、「
大
人
が
飾
る
の
で
は

な
く
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
も
人
形
に
触

れ
、
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
飾
っ
て

ほ
し
い
」
と
強
調
し
ま
す
。

　「
お
子
さ
ん
を
主
役
に
し
て
一
緒

に
飾
る
こ
と
で
、
親
子
の
触
れ
合
い

の
時
間
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
汚

さ
な
い
よ
う
、
手
を
洗
っ
て
き
れ
い

に
し
て
か
ら
両
手
で
し
っ
か
り
持

つ
、
と
い
う
物
を
大
切
に
す
る
優
し

さ
や
気
遣
い
は
、
人
に
も
優
し
く
な

れ
る
と
思
い
ま
す
」。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
同
店
の

（
駐
車
場
あ
り
）。「
貝
塚
」
バ
ス
停

徒
歩
１
分
。
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
、
京
急
川

崎
駅
徒
歩
15
分

　
営
業
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
。
５
月
５
日
（
木
・
祝
）
ま
で
無

休☎

 
０
４
４
（
２
２
２
）
４
８
３
５

生活空間に調和するおひなさま「逸品飾り」 人形工房

はやしや

シ
ン
プ
ル
な「
令
和

逸
品
飾
り
」が
人
気

衣
装
に
直
接
絵
柄
が

施
さ
れ
た「
手
描
彩
色
雛
」

「自分でできた！」の喜びを自信に

　１月29日（土）と30日（日）の
午前10時から午後５時まで、
手描彩色師による絵付け実演
会を開催。30日までに購入す
ると、ひな人形にお子さんの
名前と花の誕生月の絵柄を入
れる特典があります。

絵付け実演会で
お子さんの名入れを実施

乾坤の雛「即位黄櫨染」

衣裳着 夢香雛 総手描彩色
「ふるさと」

生活空間に調和する「令和逸品飾り」
（写真は総手描彩色雛「ひととせ」）

木目込 天世雛  総手描彩色
「想い風に乗せて」

                                          

                     

                     



                     

                     

                     

クーポン

「トゥデイを見た」で

10％オフ!!
ふろいち 大田南店
東京都大田区羽田2-31-7

03（6423）2360

誰
も
が
感
動
！

お
風
呂
が
ま
る
で
新
品

　
色
あ
せ
、傷
、ヒ
ビ
の
入
っ
た

浴
槽
。
ヒ
ビ
割
れ
、
カ
ビ
の

生
え
た
タ
イ
ル
壁
。
冬
に
な

る
と
冷
た
い
タ
イ
ル
の
床
。

ど
う
に
か
し
た
い
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
の
壁
や
床
、
浴
槽
。

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
い
け
れ

ど
費
用
が
高
い
。
そ
ん
な
悩

み
を
解
決
す
る
の
が
「
ふ
ろ

い
ち
」
の
「
エ
ー
ル
工
法
」
で

す
。
今
あ
る
も
の
を
交
換
せ

ず
新
品
同
様
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
カ
ラ
ー
変
更
や
、
汚
れ

防
止
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
さ

れ
、
費
用
は
交
換
の
約
１
／

３
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

　「
浴
室
床
専
用
シ
ー
ト
　

バ
ス
フ
ロ
ア
」
は
、
冬
場
の

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
軽
減
す

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
問
い
合
わ
せ
を

　
戸
建
て
住
宅
、
ア
パ
ー

ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー

ナ
ー
様
に
も
大
人
気
で

す
。

高

額

な

リ

フ

ォ

ー

ム
を
す
る
前
に
一
度
相
談

を
。
見
積
も
り
、
相
談
は
無

料
。
問
い
合
わ
せ
は
、
ふ

ろ
い
ち 

大
田
南
店
☎
０
３

（
６
４
２
３
）
２
３
６
０
へ
。

 

そ
の
浴
室
リ
フ
ォ
ー
ム
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

１
／
３

の
価
格
で
お
風
呂
が
新
品
同
様
に

冷
た
い
タ
イ
ル
の
床
は
「
バ
ス
フ
ロ
ア
」
で
解
決
！

後
藤
健
二
代
表

ふ
ろ
い
ち 

大
田
南
店

エ
ー
ル
工
法
は

機
能
も
十
分

　
お
風
呂
の
気
に

な
る
カ
ビ
対
策
に

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
フ
ィ
ル
ム
や
パ

ネ
ル
が
お
す
す

め
。
美
し
く
再
生

し
カ
ビ
の
発
生
も

防
ぎ
ま
す
。

AFTERBEFORE

暗いお風呂も
こんなに明るく！

                     

　〝
貴あ

な
た方
の
時
計
が
よ
み
が

え
る
〟
で
お
な
じ
み
の
「
ク

イ
ッ
ク
時
計
修
理
」。
戸
塚

モ
デ
ィ
内
の
戸
塚
本
店
（
Ｊ

Ｒ
戸
塚
駅
徒
歩
１
分
）
が
今

年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
川
崎
店
は
、
20
周

年
企
画
の
協
賛
で
、
１
月
21

日
（
金
）
か
ら
31
日
（
月
）

ま
で
、
通
常
値
引
き
し
な
い

高
級
時
計
バ
ン
ド
を
10
％
引

き
で
販
売
。
分
解
掃
除
と
と

も
に
バ
ン
ド
も
交
換
す
る
と

気
分
転
換
に
な
り
ま
す
ね
。

期
間
中
は
１
３
２
０
円
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
オ
ッ
チ
が

１
０
０
０
円
に
。
他
に
も
魅

力
的
な
商
品
が
あ
り
ま
す
。

　
川
崎
店
で
は
、
不
要
に

な
っ
た
腕
時
計
を
回
収
中
。

１
本
に
つ
き
１
０
０
円
の
金

券
と
交
換
し
て
く
れ
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
末
に
配
布
し

た
「
ク
イ
ッ
ク
宝
く
じ
」
の

当
選
番
号
を
店
頭
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

発
表
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
確

認
し
て
い
な
い
人
は
早
め
の

チ
ェ
ッ
ク
を
。

　
場
所
　
川
崎
ア
ゼ
リ
ア
内

宝
く
じ
セ
ン
タ
ー
近
く

　
川
崎
店
営
業
時
間
　
午
前

10
時
〜
午
後
９
時

　
問
い
合
わ
せ
　
☎
０
４
４

（
２
４
６
）
０
８
３
３　

クイック本店

ク
イ
ッ
ク
時
計
修
理
川
崎
店

戸
塚
本
店
20
周
年
企
画
協
賛

〝
貴
方
の
時
計
が
よ
み
が
え
る
〟

                     

　
日
本
理
化
学
工
業
（
高
津

区
）
は
、
お
絵
描
き
ツ
ー
ル

「
キ
ッ
ト
パ
ス
」
の
24
色
入

り
を
、
１
月
14
日
に
発
売
し

ま
し
た
。

　
同
社
は
１
９
３
７
年
創
業

の
ダ
ス
ト
レ
ス
（
粉
末
が
飛

散
し
に
く
い
）
チ
ョ
ー
ク

メ
ー
カ
ー
。キ
ッ
ト
パ
ス
は
、

２
０
０
５
年
に
発
売
さ
れ
た

人
気
商
品
で
、
ガ
ラ
ス
な
ど

に
も
滑
ら
か
に
描
く
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
水
で
消
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
昨
年
11
月
、
主
成
分
を
植

物
成
分
の
ラ
イ
ス
ワ
ッ
ク

ス
（
米
の
ワ
ッ
ク
ス
）
に
変

え
、
６
色
、
12
色
、
16
色
入

り
の
３
種
類
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
発

売
。
箱
も
、
環
境

に
優
し
い
紙
素
材

に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
回
、
24

色
入
り
が
仲
間
入

り
し
た
、
と
い
う

も
の
で
す
。

　
追
加
の
８
色

は
、
全
国
に
い
る

キ
ッ
ト
パ
ス
普

及
の
認
定
講
師
へ

ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
リ
ク
エ
ス

日本理化学工業

混色で表現しづらかった８色が追加

キットパスの24色入りが新発売

池田謹一郎さん

ト
の
多
か
っ
た
色
。
混
色
で

表
現
し
づ
ら
か
っ
た
マ
ゼ
ン

タ
、
山
吹
色
、
モ
ス
グ
リ
ー

ン
、青
緑
、薄
紫
、赤
紫
、ベ
ー

ジ
ュ
、
黄
土
色
で
、
子
ど
も

は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
の
画
材

と
し
て
も
楽
し
め
る
色
が
そ

ろ
い
ま
し
た
。

　
厚
く
塗
り
重
ね
て
油
絵
の

よ
う
に
使
用
し
た
り
、
水
を

付
け
た
筆
で
ぼ
か
し
た
り
。

指
で
伸
ば
し
て
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
に
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
色
が
増
え
た
こ
と
で
、
ま

す
ま
す
表
現
の
幅
が
広
が
り

そ
う
で
す
ね
。

　
ラ
イ
ス
ワ
ッ
ク
ス
キ
ッ
ト

パ
ス
24
色
入
り
は
２
２
０
０

円
。
文
具
店
、
雑
貨
店
、
量

販
店
で
販
売
中
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
　
日
本
理
化

学
工
業
☎️
０
４
４（
８
１
１
）

４
１
２
１

持
っ
て
い
る
だ
け
で
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
り
そ
う

                     

　
最
近
耳
に
す
る
「
死
後
事

務
委
任
」。
自
分
が
い
な
く

な
っ
た
後
、
諸
々
の
手
続
き

を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。

　
特
に
、
相
続
人
が
い
な
い

場
合
、
死
後
事
務
委
任
の
契

約
を
し
て
お
く
と
、
も
し
も

の
場
合
も
事
務
処
理
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
身
寄
り
の
な
い
人
が
自

分
の
死
後
に
市
営
霊
園
な
ど

に
埋
葬
さ
れ
る
手
続
き
を
行

う
場
合
、
事
前
に
死
後
事
務

委
任
契
約
な
ど
が
必
要
に
な

る
、
と
墓
地
募
集
の
し
お
り

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
島
崎
行
政
書
士
事
務
所

（
川
崎
区
）
で
は
、
死
後
事

務
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
。

　
島
崎
翔
太
さ
ん
に
よ
る

と
、
死
後
事
務
委
任
の
、
特

に
大
事
な
理
由
は
、
相
続

登
記
義
務
化
に
関
す
る

法
律
が
可
決
成
立
し
、

２
０
２
４
年
ま
で
に
施

行
予
定
だ
か
ら
で
す
。

　
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
空
き
家
問
題

は
、
廃
屋
を
処
分
し
た

く
て
も
相
続
人
で
な
い

死
後
の
手
続
き
を
代
行
す
る
業
務

相
続
人
の
い
な
い
人
は
一
度
相
談
を

島
崎
行
政
書
士
事
務
所

と
売
る
こ
と
も
壊
す
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
相
続
人
の
い

な
い
人
が
自
分
の
死
後
、
空

き
家
に
し
た
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
社
会
に
迷
惑
を
掛
け

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
専
門
家
に

相
談
し
て
み
て
は
。

　
同
事
務
所
で
は
、
相
談
無

料
で
す
。
他
士
業
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
全
て
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
ま

す
。
川
崎
市
内
な
ら
無
料
出

張
し
て
く
れ
ま
す
。
英
語
で

の
や
り
と
り
も
可
能
な
の

で
、
外
国
籍
の
人
の
相
談
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

【
島
崎
行
政
書
士
事
務
所
】

　
川
崎
区
四
谷
上
町
16
の
21

行

政

書

士
　

島

崎

翔

太

☎

０

４

４
（

２

７

７
）

３
０
０
７

「英語での相談も受け付けます」
と島崎さん

                     

                     

                     



                     

                     

                     

お茶作り一筋に 200 余年

　
お
茶
の
本
場
、
静
岡
県
藤

枝
市
で
創
業
２
０
０
年
の
歴

史
を
誇
る
「
真
茶
園
」
は
、

お
茶
の
鑑
定
技
術
を
競
う
全

国
大
会
で
優
勝
経
験
の
あ
る

８
代
目
当
主
が
茶
葉
を
厳
選

し
、
が
ん
こ
な
職
人
が
手
作

り
で
製
茶
し
て
い
ま
す
。

　
モ
ッ
ト
ー
は
「
お
い
し
く

な
け
れ
ば
ご
返
品
を
」。
こ

の
一
徹
な
姿
勢
に
お
茶
作
り

に
か
け
る
信
念
と
自
信
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
コ
ク
と
う
ま
味
が

自
慢
の
「
深
む
し
ト
ロ
リ
出

る
お
茶
」（
１
０
０
㌘
１
０
８

０
円
）と
、
最
上
級
の
味
わ
い

が
楽
し
め
る
「
深
む
し
ま
ろ

り
茶
」（

㌘
８
１
０
円
）

に
送
料
３
３
０
円
を
加
え
、

通
常
２
２
２
０
円
の
と
こ
ろ

特
別
価
格
１
３
８
０
円
（
税

込
み
）
で
味
見
で
き
ま
す
。

　
商
品
到
着
ま
で
約
８
日

（
ポ
ス
ト
投と

う

函か
ん

便
）。
支
払
い

は
商
品
到
着
後
、
同
封
の
振

替
用
紙
（
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
）で
。
初
回
限
定
１
０
０
個

に
な
り
次
第
売
り
切
れ
で
す

（
１
人
３
個
ま
で
）。

　
申
し
込
み
は
、
今
す
ぐ
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
（
６
４
）

５
９
５
９
。
午
前
８
時
～
午

後
８
時
。
無
休

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０
（
８
０
）

７
１
８
９
。

時
間
受
け
付

け
。（
有
）
真
茶
園

　
〒
４
２
６
―
０
０
２
３
静

岡
県
藤
枝
市
茶
町
１
の

の


「
真
茶
園
86
係
」
へ
。

が
ん
こ
職
人
お
す
す
め
の
お
茶

　

本
物
の
味
を
静
岡
か
ら
直
送

　「
お
い
し
く
な
け
れ
ば
ご
返
品
を
」と
自
信
作

                     

祉
科
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、

保
育
科
卒
業
後
に
１
年
間
福

祉
科
で
学
ぶ
と
介
護
福
祉
士

の
資
格
が
取
れ
る
た
め
通

学
。
卒
業
後
、
介
護
業
界
に

進
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
私
は
も
と
も
と
し
ゃ
べ
る

の
が
苦
手
で
し
た
の
で
、
認

知
症
な
ど
の
病
気
を
抱
え
て

　「
大
師
の
里
」（
川
崎
区
日

ノ
出
２
の
７
の
１
）
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
職
副

主
任
、大
谷
貴き

絵え
（
32
）で
す
。

　
高
校
卒
業
後
、
保
育
士
を

目
指
し
て
専
門
学
校
に
進
学

し
ま
し
が
、
祖
父
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
介
護
に
も
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
学
校
に
福

保
育
科
卒
業
後
に
福
祉
科
へ
進

ん
だ
こ
と
で
、介
護
業
界
へ

大谷貴絵さん

い
る
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の

が
う
ま
く
い
か
ず
、
と

て
も
悩
ん
で
い
ま
し

た
。
先
輩
職
員
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
、
利
用

者
さ
ん
と
の
関
わ
り
を

重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、

一
方
的
な
介
護
で
は
な
く
、

利
用
者
さ
ん
に
合
わ
せ
て
丁

寧
な
声
掛
け
を
し
な
が
ら
介

護
を
す
る
こ
と
が
大
切
、
と

気
付
き
ま
し
た
。

　
少
し
の
介
護
が
あ
る
だ
け

で
、
利
用
者
さ
ん
の
力
で
で

き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
利
用
者
さ
ん

の
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す

し
、
自
身
の
力
で
で
き
た
時

の
達
成
感
や
喜
び
を
共
有
で

き
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し

い
で
す
ね
。

　
現
在
は
後
輩
の
育
成
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
後
輩
が

困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
て
い

る
と
き
、「
教
え
る
」
よ
り

も
「
一
緒
に
考
え
る
」
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て

い
く
う
ち
に
、
あ
る
後
輩
は

社会福祉法人 馬島福祉会
川崎市川崎区日ノ出2-7-1

介護老人福祉施設「大師の里」内

044 (280)0717

介護のことで
お悩みの方は…
電話番号

自
分
か
ら
提
案
や
発
言
す
る

機
会
が
増
え
、
自
信
が
付
い

て
き
た
の
か
表
情
も
豊
か
に

な
り
ま
し
た
。
育
成
に
は
、

考
え
や
感
情
、
思
い
を
共
有

し
、
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
穏
や

か
に
」。
私
が
い
る
だ
け
で

安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
え

る
、
そ
ん
な
人
に
な
り
た
い

で
す
。
利
用
者
さ
ん
が
楽
し

み
な
が
ら
穏
や
か
に
生
活
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
介
護
の

仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　

                     

　
川
崎
市
で
は
、
求
職
対
象

者
別
、
業
界
別
の
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
無
料
。
要
事
前

申
し
込
み
。

①
概

お
お
む

ね

歳
以
下
の
若
者
向

け
＝
１
月

日
（
金
）
川
崎

市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

（
中
原
区
）。
先
着

人

②
介
護
業
界
で
働
き
た
い
人

向
け
＝
２
月
９
日
（
水
）
川

崎
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
。
先
着

人

③
再
就
職
を
目
指
す
女
性
向

け
＝
２
月

日
（
水
）
川
崎

市
産
業
振
興
会
館
（
幸
区
）。

先
着

人

④
Ｉ
Ｔ
・
も
の
づ
く
り
業
界

で
働
き
た
い
人
向
け
＝
２
月


日
（
水
・
祝
）
川
崎
商
工

会
議
所
内
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
ホ
ー
ル

（
川
崎
区
）。
先
着

人

　
時
間
は
午
後
１
時
～
５

時
。
書
類
選
考
無
し
で
市
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
情
報

収
集
が
可
能
。
イ
ベ
ン
ト
後

も
無
料
で
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別

相
談
や
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座

の
継
続
受
講
が
で
き
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
事
業

運
営
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ

ミ
ー
☎
０
４
５
（
２
２
８
）

７
９
３
８
へ
。
平
日
午
前
９

時

分
～
午
後
５
時

分
。

イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
よ
り

参
加
無
料
・
要
事
前
申
し
込
み

求
職
対
象
者
別
、業
界
別
で
開
催

市
主
催
の
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

                     

                     

                     



                     

                     

                     

　「
川
崎
浮
世
絵
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」で
は
、２
月
６
日（
日
）

ま
で
『
小

お
ぐ
ら
な
ぞ
ら
え

倉
擬
百ひ

ゃ
く
に
ん
い
っ
し
ゅ

人
一
首
』

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　「
小
倉
百
人
一
首
」
は
、

鎌
倉
時
代
の
歌
人
・
藤
原
定

家
が
選
定
し
た
と
い
わ
れ
る

１
０
０
首
の
和
歌
で
、
江
戸

時
代
に
は
カ
ル
タ
と
し
て
広

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
小
倉
百

人
一
首
の
和
歌
に
な
ぞ
ら
え

た
全
１
０
０
図
に
よ
る
超
大

作
の
錦
絵
シ
リ
ー
ズ
が
、『
小

倉
擬
百
人
一
首
』
で
す
。

　
絵
を
手
掛
け
た
の
は
、
幕

末
の
浮
世
絵
界
を
代
表
す
る

３
人
の
絵
師
。
歌
川
国
芳
は

武
者
絵
、
歌
川
広
重
は
名
所

絵
、
三
代
歌
川
豊
国
は
役
者

絵
の
名
手
と
し
て
名
を
は
せ

て
い
ま
し
た
。

　
同
展
で
は
、
全
１
０
０
点

を
一
挙
公
開
。
浮
世
絵
の
３

大
巨
匠
が
百
人
一
首
の
世
界

で
繰
り
広
げ
る
夢
の
共
演
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
川
崎
浮
世
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
川
崎
駅
北
口
直
結
の
川
崎

駅
前
タ
ワ
ー
・
リ
バ
ー
ク
３

階
。
午
前

時
～
午
後
６
時


分
。
月
曜
休
館
（
祝
日
の

場
合
は
翌
平
日
）。
入
館
料

は
一
般
５
０
０
円
ほ
か
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
臨
時

の
休
館
や
展
示
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
ギ
ャ

ラ
リ
ー
☎
０
４
４（
２
８
０
）

９
５
１
１
ま
で
。

　川崎浮世絵ギャラリーで展覧会

２月６日（日）まで『小倉擬百人一首』展

浮世絵の３大巨匠が夢の共演

左から歌川広重「光孝天皇」、歌川国芳「前中納言匡房」
（画像はすべて、公益財団法人川崎・砂子の里資料館所蔵）

                     

                     

                     

令和３年度の幸区長賞受賞作品
「希望の春」（古川育子さん撮影＝同区役所提供）

　
幸
区
で
は
、
御み

幸ゆ
き

公
園
の

梅
林
復
活
を
目
指
し
区
民
と

の
協
働
で
推
進
し
て
い
る

「
御
幸
公
園
梅
香
（
う
め
か

お
る
）
事
業
」
の
一
環
と
し

て
、
令
和
４
年
度
「
う
め
か

お
る
写
真
展
」
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
「
う
め
か
お
る

風
景
」。
梅
の
花
、
果
実
、

梅
林
、
梅
の
あ
る
風
景
、
観

梅
会
の
様
子
な
ど
、
梅
に
関

す
る
写
真
を
募
り
ま
す
。

　
募
集
は
２
月

日
（
月
）

ま
で
（
必
着
）。
住
所
、
年

齢
な
ど
を
問
わ
ず
、
誰
で
も

応
募
可
。
応
募
は
１
人
３
点

ま
で
。
写
真
は
、
カ
ラ
ー
ま

た
は
白
黒
で
現
像
し
た
も

の
。
撮
影
場
所
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
令
和
３
年
１

月
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
自

作
未
発
表
の
作
品
に
限
り

ま
す
。
サ
イ
ズ
は
２
Ｌ
版

（
１
２
７
㍉
×
１
７
８
㍉
）

か
ら
Ａ
４
版
ま
で
。

　
応
募
は
、
区
役
所
な
ど
で

配
布
す
る
チ
ラ
シ
裏
面
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
作
品
の
裏
面
に
貼

り
、
幸
区
役
所
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
優
秀
作
品
は
、
御
幸
公
園

梅
香
事
業
推
進
会
議
で
決
定

し
、
表
彰
し
ま
す
。
幸
区
内

で
撮
影
さ
れ
た
作
品
が
区
長

賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
場
合

は
今
春
発
行
の
「
さ
い
わ
い

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
に
掲
載
。

全
応
募
作
品
が
幸
区
役
所
１

階
ロ
ビ
ー
・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ（
４

月
１
日
～

日
）、
日
吉
出

張
所
１
階
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
・

や
ま
ぶ
き
（
５
月
９
日
～


日
）
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
幸
区
役

所
地
域
振
興
課
☎
０
４
４

（
５
５
６
）
６
６
０
６
へ
。

　
御
幸
公
園
梅
香
事
業
の
一
環
で

２
月
28
日（
月
）ま
で
作
品
を
募
集
中

令
和
４
年
度「
う
め
か
お
る
写
真
展
」

                     

Ｑ
　
「
終
活
」
に
取
り
組
む
た
め
、
葬
儀
に
つ
い
て

も
相
談
を
し
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
相
談
や

見
積
も
り
の
依
頼
は
無
料
で
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

水
田
明
彦
１
級
葬

祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

Ａ
　
葬
儀
に
関
す
る
事
前

相
談
や
見
積
も
り
の
依
頼

は
、
ほ
と
ん
ど
の
葬
儀
社
は

無
料
で
受
け
付
け
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
弊
社
で
は
事
前

相
談
シ
ー
ト
を
用
意
し
、
ど

う
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
方
に
も
利
用

し
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

葬
儀
社
に
相
談
す
る
際
、

押
さ
え
て
も
ら
い
た
い
ポ
イ

ン
ト
が
４
つ
あ
り
ま
す
。

①
複
数
社
に
相
談

②
相
談
前
に
資
料
請
求

③
実
際
の
施
設
を
見
学

④
見
積
も
り
は
総
額
で
依
頼

①
に
つ
い
て
は
、
葬
儀
社

を
何
度
も
利
用
す
る
方
は
少

な
く
、
１
社
だ
け
で
は
比
較

が
で
き
な
い
た
め
で
す
。
新

聞
な
ど
に
折
り
込
ま
れ
て
い

る
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
近
く
の

葬
儀
社
を
２
、
３
社
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

②
は
、
資
料
請
求
を
す
る

こ
と
で
、
き
ち
ん
と
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
る
か

ど
う
か
確
認
で
き
ま
す
。
料

金
情
報
が
分
か
る
冊
子
な
ど

が
な
い
業
者
も
い
ま
す
が
、

費
用
が
不
透
明
だ
と
不
安
に

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
用

意
の
あ
る
葬
儀
社
を
選
択
さ

れ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

③
に
つ
い
て
、
施
設
を
持

た
ず
に
活
動
し
て
い
る
葬
儀

社
も
あ
り
ま
す
が
、
葬
儀
会

場
の
利
用
や
ご
遺
体
安
置
の

依
頼
を
希
望
す
る
場
合
は
、

実
際
の
施
設
を
見
て
確
認
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

④
は
、
葬
儀
社
に
よ
っ
て

費
用
の
形
態
が
異
な
る
た

め
、
必
ず
総
額
で
の
見
積
も

り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

総
額
と
は
、
葬
儀
が
発
生
し

た
段
階
か
ら
終
了
ま
で
に
か

か
る
、
食
事
や
返
礼
品
な
ど

の
お
も
て
な
し
の
費
用
も
含

め
た
金
額
の
こ
と
で
す
。
葬

儀
に
参
列
す
る
人
数
の
目
安

が
な
い
と
、
葬
儀
社
側
も
見

積
も
り
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

葬
儀
に
つ
い
て
決
め
た
後

は
、
必
ず
家
族
や
周
囲
の
方

に
そ
の
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
実

際
に
手
配
す
る
方
が
内
容
を

知
ら
な
け
れ
ば
無
意
味
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
な
ど
に
考
え
を
ま

と
め
て
伝
え
る
方
法
も
広
ま

っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
利
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
◇

「
家
族
葬
の
セ
レ
モ
ニ
ー

ハ
ウ
ス
」
厚
生
労
働
省
認
定

１
級
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・

水
田
明
彦

川
崎
区
田
島
町
�
の
９

☎
０
４
４
（
３
６
６
）
０
５

２
５

小
山
明
子
司
法
書
士

Ｑ
　
も
う
す
ぐ
�
歳
に
な
る
男
性
で
す
。
妻
と
「
そ

ろ
そ
ろ
遺
言
の
準
備
を
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
お
金
も

か
か
る
み
た
い
な
の
で
、
自
筆
遺
言
で
よ
い
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
自
筆
遺
言
を
法
務
局
で
預
か
っ
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
利
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
た
ち
夫
婦
に
は
子
ど
も
が
お
ら
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
兄
弟
た
ち
と
は
絶
縁
状
態
で
す
。
遺
産
相
続

は
夫
婦
間
の
み
に
し
、
ど
ち
ら
も
他
界
し
て
い
な
く
な

っ
た
ら
、
ど
こ
か
に
寄
付
で
も
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
何
か
気
を
付
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
遺
言
を
自
分
で
書
い

て
自
宅
に
置
い
て
お
く
と
、

紛
失
や
、
間
違
え
て
破
棄
し

て
し
ま
う
な
ど
の
懸
念
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
せ
っ
か
く

書
い
て
お
い
た
の
に
、
要
件

を
欠
い
て
い
て
、
無
効
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に
、
公
証
役
場
で

公
正
証
書
遺
言
を
作
成
し
、

遺
言
執
行
者
を
選
任
し
て
お

く
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
手
書
き
の
自
筆
遺

言
を
法
務
局
で
保
管
す
る

「
遺
言
保
管
制
度
」
が
２
０

２
０
年
７
月
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
「
遺
言
保
管
制
度
」

で
は
、
保
管
申
請
時
に
形
式

的
な
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、

安
全
に
遺
言
を
保
管
し
て
も

ら
え
ま
す
。

ま
た
相
続
が
発
生
し
、
相

続
人
な
ど
一
定
の
人
が
法
務

局
に
「
遺
言
の
有
無
」
の
閲

覧
を
申
請
し
た
場
合
、
ほ
か

の
相
続
人
に
も
通
知
さ
れ
る

た
め
、
遺
言
が
不
正
に
隠
さ

れ
た
り
、
破
棄
さ
れ
た
り
す

る
よ
う
な
危
険
性
は
低
く
な

り
ま
す
。

法
務
局
で
の
保
管
制
度
を

利
用
す
る
に
は
、
事
前
に
予

約
を
し
、
窓
口
に
行
く
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
（
介
添

え
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
代
理
出
頭
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
）
。

加
え
て
、
「
ど
こ
か
に
寄

付
を
」
と
い
う
よ
う
な
文
言

で
は
、
誰
に
寄
付
す
る
の
か

が
不
明
瞭
と
な
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
が
具
体
的
に
誰
な

の
か
、
ど
の
団
体
や
施
設
な

の
か
を
決
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

法
務
局
で
は
内
容
に
つ
い

て
は
相
談
で
き
ま
せ
ん
。
手

続
き
な
ど
で
困
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
◇

「司
法
書
士
小
山
事
務
所
」

司
法
書
士
・
小
山
明
子

川
崎
区
宮
前
町
８
の
�

☎
０
４
４
（
２
１
１
）
２
８

１
１

                     



                     

                     

                     

ニュースファイル （　月　日〜   日）
　
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
が
全
国
で
開
始
。
市
内

の
対
象
者
は
４
万
人
超
（
１
日
）
▼
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
メ

ン
バ
ー
の
松
本
利
夫
さ
ん
（
46
）
が
川
崎
市
市
民
文

化
大
使
に
就
任
、
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
（
６
日
）

▼
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
全
国
で
初
め
て
刑
事
罰
を
設

け
た
市
差
別
禁
止
条
例
の
成
立
か
ら
12
日
で
２
年
に

な
る
の
を
前
に
市
民
グ
ル
ー
プ
が
記
念
集
会
を
開
催

（
９
日
）▼
サ
ッ
カ
ー
天
皇
杯
準
決
勝
で
フ
ロ
ン
タ
ー

レ
が
敗
退
（
12
日
）
▼
東
急
東
横
線
日
吉
―
元
住
吉

駅
間
の
線
路
下
で
陥
没
が
見
つ
か
り
、
武
蔵
小
杉
駅

な
ど
で
乗
客
が
足
止
め
さ
れ
騒
然
（
13
日
）
▼
市
議

会
本
会
議
で
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
案
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。
制
定
前
の
事
件
は
対
象
外
と
さ

れ
、
２
０
１
９
年
の
登
戸
事
件
の
被
害
者
ら
を
念
頭

に
、
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
も
相
次
い
だ
（
15

日
）
▼
市
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
最
優
秀
選
手
賞
と
得
点

王
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
の
レ
ア
ン
ド

ロ
ダ
ミ
ア
ン
選
手
（
32
）
に
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
を

贈
る
と
発
表
し
た
（
21
日
）
▼
市
と
東
京
都
は
、
川

崎
区
殿
町
と
羽
田
空
港
周
辺
を
つ
な
ぐ
多
摩
川
ス
カ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
２
０
２
２
年
３
月
12
日
午
後
３
時
に

開
通
す
る
と
発
表
し
た
（
22
日
）
▼
川
崎
大
師
平
間

寺
で
年
末
恒
例
の
す
す
払
い
が
あ
っ
た
（
25
日
）

12 １ 31

                     

                     



                     

                     

                     

カピバラへのエサやり体験も

　「
カ
ワ
ス
イ 

川
崎
水
族

館
」（
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
か
ら
徒

歩
１
分
）
の
人
気
イ
ベ
ン
ト

『
ア
マ
ゾ
ン
タ
イ
ム
』
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
南
米
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
再

現
し
た「
ア
マ
ゾ
ン
ゾ
ー
ン
」

の
ア
マ
ゾ
ン
デ
ッ
キ
へ
無
料

で
入
場
可
能
に
（
午
前

時

～
午
後
１
時
、
午
後
２
時
～

４
時
。
滞
在
時
間

分
）。

さ
ら
に
、
カ
ピ
バ
ラ
へ
の
エ

サ
や
り
も
有
料
で
体
験
で
き

ま
す
。１
カ
ッ
プ
３
０
０
円
。

　
同
デ
ッ
キ
に
は
、
展
示
さ

れ
て
い
る
フ
タ
ユ
ビ
ナ
マ
ケ

モ
ノ
や
オ
ニ
オ
オ
ハ
シ
な
ど

が
近
く
ま
で
や
っ
て
く
る
可

能
性
も
あ
る
そ
う
。
ア
マ
ゾ

ン
の
雰
囲
気
を
、
五
感
を

使
っ
て
体
感
し
て
み
て
は
。

　
営
業
時
間
は
午
前

時
～

午
後
８
時
。
無
休
。
入
館
料

は
大
人
２
０
０
０
円
ほ
か
。

　
問
い
合
わ
せ
　
☎
０
４
４

（
２
２
２
）
３
２
０
７

カワスイ 川崎水族館

人気イベントがリニューアル

アマゾンの雰囲気を体感

                     

　「
プ
レ
シ
ャ
ス
モ
ー
メ
ン

ト
」（
川
崎
区
）
は
月
２
回
、

川
崎
市
産
業
振
興
会
館
（
幸

区
堀
川
町
66
の
20
）
10
階
和

室
で
女
性
限
定
の
美
骨
体
操

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ム
バ
ン
ド
や
運
動
用
枕

を
使
用
し
な
が
ら
、
骨
盤
や

背
骨
を
整
え
、
姿
勢
を
良
く

す
る
体
操
。
良
い
姿
勢
は
見

た
目
の
美
し
さ
だ
け
で
は
な

く
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

も
整
え
ま
す
。
講
師
は
、
骨

と
筋
肉
の
専
門
家
、
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
タ
ー
の
外
川
恵
美

さ
ん（
日
本
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
連
合
会
会
員
）。

体
調
に
不
安
の
あ
る
人
も
、

相
談
し
な
が
ら
無
理
の
な
い

範
囲
で
参
加
で
き
ま
す
。

　
日
時
　
１
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
２

月
９
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
（
以
降
の
日
時
は

問
い
合
わ
せ
を
）。
要
予
約

　
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
、

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、飲
料
水
、

運
動
で
き
る
服
装

※
体
操
に
必
要
な
道
具
は
無

料
貸
し
出
し

　
参
加
費
　
１
回
１
０
０
０

円
（
初
回
無
料
）

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

☎️
０
７
０
（
３
３
５
２
）

２
３
２
３

川
崎
市
産
業
振
興
会
館
で
開
催

骨
盤
や
背
骨
を
整
え
姿
勢
良
く
　
要
予
約
　

女
性
限
定
の
美
骨
体
操
教
室

教室の様子

                     



                     

                     

                     

特選

投句歓迎　当季雑詠３句以内（未発表のもの）。
はがきに住所、氏名（俳号）を明記して
〒 210-8557 東京新聞 TODAY 俳壇係（郵便番号と
宛先のみで届きます。住所不要）へお送りください。

藤 英樹 選

【
入
選
】

【
ひ
と
こ
と
】

【
選
者
の
一
句
】

　
職
場
か
趣
味
や
地
域
の
忘
年
会
だ
ろ
う
か
。
な
に
か
の
問
題
で
い

ざ
こ
ざ
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
丸
く
納
ま
っ
て
や
れ
や
れ
。

　
感
染
は
心
配
で
も
、
や
め
ら
れ
な
い
麻
雀
。

　「
枯
れ
蔓
」
を
「
し
な
や
か
」
と
見
た
慧
眼
。

　
冬
草
は
冬
で
も
青
い
草
。
上
五
中
七
が
巧
み
。

　「
初
湯
」
の
句
と
し
て
深
々
と
し
て
い
る
。

　「
寒
卵
二
つ
置
き
た
り
相
寄
ら
ず
　
綾
子
」
を
連
想
。

　
初
句
会
お
ほ
わ
ら
ん
ぢ
に
落
ち
合
う
て

　
妻
だ
ろ
う
か
。
冬
至
の
柚
子
湯
に
早
め
に
入
っ
た
後
、
厨
仕
事
に

立
っ
た
の
だ
。
夫
婦
の
艶
め
い
た
関
係
も
ほ
の
見
え
る
。

　「
ち
や
ん
付
け
」
と
い
う
か
ら
長
年
の
気
が
置
け
な
い
間
柄
な
の

だ
ろ
う
。「
日
向
ぼ
こ
」
の
季
語
が
飄
逸
に
置
か
れ
た
。

　「
歯
固
め
」
は
正
月
に
長
寿
を
願
っ
て
固
い
餅
や
ス
ル
メ
を
食
べ

る
習
わ
し
。
入
れ
歯
も
な
く
不
自
由
な
く
噛
め
る
喜
び
。

　
昭
和
の
頃
は
霜
柱
を
踏
む
感
覚
や
音
を
楽
し
む
子
が
多
か
っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
音
を
聞
い
て
懐
か
し
さ
が
こ
み
上
げ
た
。

幸
　
区
　
島
田
八
重
子

川
崎
区
　
大
槻
光
子

川
崎
区
　
小
橋
幸

川
崎
区
　
市
川
良
枝

幸
　
区
　
李
々
尹 

中
原
区
　
茂
呂
良
子

中
原
区
　
高
橋
弘
光

鶴
見
区
　
中
村
新
治

幸
　
区
　
草
川
喜
正

麻
生
区
　
伊
木
ゆ
か
り

柚
子
湯
し
て
香
り
ほ
の
か
に
厨
立
ち

い
ざ
こ
ざ
を
丸
く
納
め
て
忘
年
会

麻
雀
に
二
重
マ
ス
ク
の
四
人
か
な

枯
れ
蔓
の
し
な
や
か
に
這
ふ
窓
硝
子

朝
の
陽
を
嗅
ぎ
つ
ゝ
冬
の
草
を
抜
く

肺
病
み
て
静
か
に
沈
む
初
湯
か
な

子
の
指
図
時
に
ぶ
つ
か
る
寒
卵

　
新
し
い
年
の
最
初
の
選
句
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
感
性

が
出
た
佳
句
が
多
く
楽
し
か
っ
た
。
入
選
の
句
も
特
選
に
劣
ら
な
い

味
わ
い
が
あ
る
。

ち
や
ん
付
け
で
呼
び
合
ふ
友
と
日
向
ぼ
こ

歯
固
め
や
噛
め
る
喜
び
入
れ
歯
な
し

霜
柱
子
等
の
踏
む
音
懐
か
し
く

                     

　
当
た
り
前
の
こ
と
を
そ
れ

ぞ
れ
が
心
掛
け
る
。
そ
れ
だ

け
で
電
車
内
も
公
共
の
場
所

も
過
ご
し
や
す
く
な
る
は
ず

な
ん
で
す
が
…
。

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

●
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
わ
れ
先

に
と
席
を
大
勢
で
取
り
合
う

ミ
セ
ス
…
。興
ざ
め
し
ま
す
。

（
青
葉
区
Ｗ
・
Ｍ
66
男
性
）

す
ず
め
ぐ
「
『
○
○
さ
ん
、
あ

そ
こ
空
い
て
る
わ
よ
！
』
っ

て
指
示
し
て
る
人
を
た
ま
に

見
掛
け
ま
す
ね
」

チ
ュ
キ
「
座
り
た
い
気
持
ち

は
分
か
る
け
ど
、
陣
取
り
合

戦
し
ち
ゃ
駄
目
だ
よ
ね
」

●
足
を
前
に
投
げ
出
し
て

座
っ
て
い
る
人
。

（
麻
生
区
Ｈ
・
Ｓ
69
男
性
）

チ
ュ
キ
「
立
っ
て
い
る
人
や

乗
り
降
り
す
る
人
が
、
足
を

引
っ
掛
け
そ
う
で
怖
い
よ
」

す
ず
め
ぐ
「
多
分
迷
惑
に

な
っ
て
る
っ
て
気
付
い
て
な

い
ん
で
し
ょ
う
ね
」

チ
ュ
キ
「
危
な
い
か
ら
、
今

す
ぐ
自
覚
し
て
！
」

●
扉
付
近
で
数
人
固
ま
っ
て

話
し
て
い
る
人
た
ち
。
乗
降

の
と
き
、
と
て
も
邪
魔
で
す

よ
。
自
分
も
気
を
付
け
な

き
ゃ
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

（
川
崎
区
Ｉ
・
Ｋ
52
女
性
）

す
ず
め
ぐ
「
人
垣
が
邪
魔
に

な
っ
て
降
り
た
い
の
に
ド
ア

に
た
ど
り
つ
け
な
い
～
っ
て

こ
と
も
」

チ
ュ
キ
「
そ
の
グ
ル
ー
プ
ご

と
外
に
押
し
出
し
た
く
な
る

よ
ね
。
も
っ
と
周
囲
に
気
を

配
っ
て
ほ
し
い
」

●
優
先
席
で
お
酒
の
ロ
ン
グ

缶
を
開
け
て
飲
ん
で
い
た

人
。
早
朝
か
ら
に
お
い
が
き

つ
か
っ
た
。
そ
れ
と
、
座
れ

そ
う
で
座
れ
な
い
妙
な
す
き

間
を
作
る
大
股
開
き
の
お
じ

さ
ん
。

（
川
崎
区
Ｋ
・
Ｓ
22
女
性
）

チ
ュ
キ「
昔
は
駅
や
車
内
で
、

カ
ッ
プ
酒
片
手
に
一
杯
や
っ

て
る
お
じ
さ
ん
が
よ
く
い
た

け
ど
」

す
ず
め
ぐ
「
お
酒
は
に
お
い

が
き
つ
い
し
、
気
分
が
悪
く

な
る
人
も
い
る
か
ら
電
車
内

で
は
や
め
て
ほ
し
い
な
」

チ
ュ
キ
「
妙
な
す
き
間
っ
て

う
ま
い
表
現
。『
あ
の
お
じ

さ
ん
が
足
を
閉
じ
れ
ば
も
う

一
人
座
れ
る
の
に
』
っ
て
私

も
思
う
こ
と
が
あ
る
」

●
座
席
で
化
粧
を
始
め
た
女

性
。
す
っ
ぴ
ん
の
方
が
ま
だ

見
ら
れ
る
の
に
と
思
い
ま
し

た
。

（
幸
区
Ｔ
・
Ｙ
61
男
性
）

す
ず
め
ぐ
「
う
わ
、
手
厳
し

い
で
す
ね
」

チ
ュ
キ
「
確
か
に
時
々
、
見

か
け
る
け
ど
常
識
が
な
い
よ

ね
」

す
ず
め
ぐ
「
寝
坊
し
ち
ゃ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
」

チ
ュ
キ
「
顔
は
お
化
粧
で
き

て
も
心
は
…
っ
て
感
じ
が
す

る
よ
ね
」

☆
お
し
ゃ
べ
り
ス
ズ
メ
☆

○
チ
ュ
キ
「
携
帯
電
話
で
話

電車で見掛けた迷惑な人

さ
れ
る
の
も
迷
惑
な

の
で
す
が
、
話
し
づ

ら
い
の
か
、
わ
ざ
わ
ざ
マ
ス

ク
を
ず
ら
し
て
話
す
人
が
い

ま
し
た
。
し
か
も
長
電
話
。

コ
ロ
ナ
で
こ
れ
だ
け
言
わ
れ

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
今
こ
の

場
所
で
〝
あ
ご
マ
ス
ク
〟
で

話
す
？
と
。
す
ぐ
移
動
し
ま

し
た
」

○
す
ず
め
ぐ
「
優
先
席
で
寝

て
い
る
人
が
理
解
で

き
ま
せ
ん
。
寝
て
い

た
ら
ご
年
配
の
方
や
妊
婦
さ

ん
な
ど
、
本
当
に
席
を
求
め

て
る
人
が
い
て
も
気
付
け
な

い
の
に
…
と
思
い
な
が
ら
、

い
つ
も
モ
ヤ
モ
ヤ
＆
イ
ラ
イ

ラ
し
て
い
ま
す
」

                     

つくりかた

材料（大人４人分）
鶏もも肉    400ｇ
しょうゆ   　24ｇ
てんさい糖 １２ｇ

（砂糖でも可）
みりん  　 　８ｇ
塩　  　 １.６ｇ

❶ショウガ・ニンニク・
　リンゴをすりおろす
❷調味料を混ぜ合わせて
　❶とレモン汁を入れ、
　ソースを作る
❸ソースに鶏肉を漬け込む
❹フライパンに油を引いて焼く

　リンゴには疲労回復の効果がある
「リンゴ酸」という成分が含まれてい
ます。すりおろして使うとリンゴ酸が
まんべんなく行き渡り、お肉が柔らか
くなります。さらに、皮には食物繊維や
ポリフェノールが多く含まれるので皮
ごとすりおろすことをお勧めします。

栄養ワンポイントメモ

ひかり幼稚園（川崎区・幸区）の
人気給食メニューを紹介

鶏肉の
バーベキューソース焼き

ショウガ 適量
ニンニク  適量
リンゴ　　48ｇ
レモン汁 　４ｇ
油　　　　８ｇ

                     



                     

                     

                     

住所▶川崎区駅前本町２６－２
　　　川崎アゼリア
　　　「デリチカ惣菜馳走」内
時間▶午前10時～午後９時
電話▶０４４－２７１－７６５６
定休日▶川崎アゼリアに準ずる

※マルイファミリー溝口店
　（地下1階）でも販売

仕出し屋 AZABU

牛カルビの恵方巻
販売価格▶１０８０円　　サイズ▶長さ約19cm、太さ約５cm

黒毛和牛のお弁当がメインの店。オリジナル甘辛だれで焼いた
カルビ焼き肉と、にんじんナムル、錦糸卵、

サニーレタスが巻かれています。
２月２日（水）まで予約受け付け。２月３日（木）販売分は、なくなり次第終了。

住所▶中原区木月１－３０－２２
　　　みどりやビル１階
時間▶午前１１時～
　　　午後３時３０分、
　　　午後５時～９時３０分
電話▶０４４－４３３－３７８１
定休日▶不定休

富 士 見 庵

秘伝のタレにくぐらせた大エビの天ぷら１本を、
蕎
そ ば

麦ふりかけご飯で包み、ボリューム満点。シソの葉、柴漬けが
ちょうど良いアクセント。味はマヨネーズと蕎麦みその２種類。

海老天まるまる恵方巻
販売価格▶１本８５０円、２本１６００円　　サイズ▶長さ約１９cm、太さ約５cm

予約優先。２月３日（木）は午前11時～午後３時、午後５時～７時に販売します。

住所▶川崎区駅前本町７－７
　　　川崎モアーズ８階
時間▶午前１１時～午後１１時
電話▶０４４－２００－０５５０
定休日▶川崎モアーズに準ずる

きじま 川崎店

天然タイガー海老と煮穴子、平飼い卵の卵焼きに職人の技が光る
煮物を合わせ、定番の恵方巻きを豪華に仕立てました。
無添加で、昔ながらの製法を大切にした贅

ぜいた く

沢な逸品です。

うみさち恵方巻 販売価格▶２５７０円
サイズ▶長さ約１９cm、太さ約５cm

予約販売のみ。専用申込書で１月29 日（土）まで受け付け。
受け取りは２月２日（水）、３日（木）午前11時～午後８時、きじま川崎店で。

やわらかな豚のヒレ肉を使い、うま味を閉じ込めるように
揚げて白飯と合わせた、お肉屋さんならではの太巻き。
受験に「勝（カツ）」、縁起グルメにもピッタリです。

ヒレカツ巻き 販売価格▶７３５円
サイズ▶長さ約２０cm、太さ約４.5cm

２月３日（木）店頭で販売。３０本限り。

牛カルビ、小松菜ナムル、ニンジンナムル、ソーセージ、卵焼き、
キュウリ、たくあんの７種類の具材を、すし飯で巻いた韓国風
の太巻き。ノリにゴマ油が塗ってあるので、手袋も付いています。

順姫恵方巻 販売価格▶１本６２６円（ハーフ３２４円）
サイズ▶長さ約19cm、太さ約５cm

２月２日（水）まで予約受け付け。２月３日（木）は正午から販売。なくなり次第終了。

住所▶中原区下小田中１－６－２
時間▶午前11時30分～
　　　午後１時30分、
　　　午後５時～1１時
電話▶０４４－７４０－３４５８
定休日▶日曜

※当日の販売は15本限定

鈴や 武蔵中原店

海鮮恵方巻 販売価格▶１５００円
サイズ▶長さ約20cm、太さ約４.5cm

〝新鮮さ〟が売りの居酒屋が作る恵方巻き。
毎朝市場から仕入れている鮮魚をたっぷり使用しています。
具材はマグロ、サーモンのほか海鮮各種とキュウリ、卵。

予約は１月21日（金）から2月1日（火）まで。
武蔵中原店のほか、すずや本店、すずやはなれでも受け付け。

（予約店での受け取り可。受け取り時間は午後5時から10時まで）

住所▶川崎区渡田東町１８－１０
時間▶午前10時～
　　　午後７時30分
電話▶０４４－２８０－６０５６
定休日▶日曜、祝日

きむちshop 順姫
す　　に

住所▶川崎区駅前本町７－７
　　　川崎モアーズ地下２階
　　　「かわさき市場」内
時間▶午前10時～午後９時
電話▶０４４－５８９－７１２３
定休日▶川崎モアーズに準ずる

お肉処 牛蔵
にくどころ うしくら

　いまや全国的におなじみになった節分の恵方巻き。その年

の運気の良い方角（恵方）に向かって食べると願いがかなう

とされています。２０２２年の恵方「北北西」を向いてかぶ

りつきたい、個性豊かな「恵方巻き」を紹介します。

２月３日（木）は節分！ 無病息災を願って…

恵方巻きをガブリ!!

                     

�金�日��月１年２２０２２０２２年１月��日�金� �号����第��第����号�

                     

六白
金星

二黒
土星

七赤
金星

三碧
木星

八白
土星

四緑
木星

九紫
火星

五黄
土星

一白
水星

精神面での進歩発展がある。本音本質を見つ
める時。思い込みでの判断から離れてね♡「ど
う思われるか」より「どう思うか」が大事

目先だけでなく少し遠くを見る時。しっかり
見渡して見通しを良くしてね。本質を見抜か
ないと見当違いが多くなる♡人の目線も大事

タイミングが合う時。明るい日差しを感じる。
多くのものを持ち自信が湧いてくる。持って
る時にやるべきことを怠らない♡素直な心

勢いにのってやり過ぎている事がある時。身
体にも気持ちにも影響が出る。力以上のこと
に手を出さない♡嫌なら断る。丁重にね

邪魔や嫉妬、誘惑を振り払う時。自分の為に
ならないものが身近にある。それに心引かれ
る自分。誘惑に負けないでね♡仕上げが肝心

何らかの動き変化が起こりそう。単独でなく
人と協力しあって良くなっていく時。周囲と
の良き関係を築いておくこと♡欲張らない

対立やもめ事が起きやすい時。勝つだけが必
ずしも良いとは限らない。強引なやり方で手
にするのは一時的なもの♡方針変えてみる

途中で方針や気が変わる。表面だけで従って
いる時。自分をしっかり持って進めば吉。ハ
イハイと見せかけだけの態度ダメ♡優柔不断

憂いが解ける時。きつい言葉や態度は成長さ
せる為の手段。あなたの胸には真心がいっぱ
い。いずれ相手にも伝わる♡結果より道のり

鑑定士：文月 紫里羅（ふづき しりら）
070（1391）8777

今週の九星易占い今週の九星易占い 月 日１ 月 日～ ２ ３21

                     

　　

今
週
の
注
目
記
事

■ お風呂が新品同様に　　 … 〔２〕

■ 老舗のおいしい日本茶　　… 〔３〕

■ 浮世絵３大巨匠が共演　 … 〔４〕

■ 幼稚園の人気メニュー紹介… 〔７〕

人
気
は
、
シ
ン
プ
ル
な
「
令
和
逸
品

飾
り
」。
ひ
な
壇
や
金
屏
風
を
置
か

ず
、
部
屋
の
壁
を
背
景
に
、
お
ひ
な

さ
ま
と
、
ぼ
ん
ぼ
り
や
生
花
を
飾
り

ま
す
。
幼
い
子
ど
も
で
も
自
分
で
飾

れ
る
大
き
さ
と
重
さ
な
の
で
、
子
ど

も
に
と
っ
て
は
「
自
分
で
飾
れ
た
」

と
い
う
喜
び
が
味
わ
え
、
自
信
や
自

主
性
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
生
活
空
間
に
調
和
す
る
「
逸
品
飾

り
」。「
付
属
品
の
花
瓶
に
、
散
歩
の

途
中
で
見
つ
け
た
草
花
な
ど
を
飾
れ

ば
、
お
ひ
な
さ
ま
を
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
の
で
は
」
と
小
林
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　
同
店
の
ひ
な
人
形
は
ど
れ
も
熟
練

し
た
職
人
に
よ
る
手
作
り
品
。「
か

わ
さ
き
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
小
林
さ
ん

が
厳
選
し
た
人
形
だ
け
が
並
ん
で
い

ま
す
。

　
中
で
も
衣
装
に
直
接
絵
柄
が
施
さ

れ
た
「
手て

描が
き

彩さ
い

色し
き

雛び
な

」
は
、
人
気
シ

リ
ー
ズ
で
す
。
花
や
鳥
、風
景
な
ど
、

生
活
し
て
い
る
中
で
自
然
に
見
ら
れ

る
も
の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
お
ひ
な
さ
ま
を
通
し
て
、
ふ
る
さ

と
の
花
、
風
景
、
郷
土
に
親
し
み
を

持
ち
、
将
来
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
て

も
ら
お
う
と
い
う
「
ふ
る
さ
と
雛
」

も
。「
神
奈
川
県
　
ふ
る
さ
と
雛
」

は
神
奈
川
県
の
花
「
ヤ
マ
ユ
リ
」、

川
崎
市
の
花
「
ツ
ツ
ジ
」
な
ど
が
あ

し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
47
都
道
府
県

の
「
ふ
る
さ
と
雛
」
を
オ
ー
ダ
ー
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
（
作
業
時
間
約

１
カ
月
）。

　
一
体
ず
つ
微
妙
に
違
う
顔
の
表

情
、
髪
の
毛
や
瞳
、
ま
つ
げ
な
ど
の

緻
密
な
線
、
衣
装
の
重
な
り
具
合
な

ど
、
一
目
で
違
い
が
分
か
る
逸
品
ぞ

ろ
い
。
店
に
行
く
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
で
写
真
の
や
り
と
り
も
で
き
ま

す
（
下
記
広
告
内
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
）。
川
崎
じ
も
と
応
援
券
使
用
可
。

　
場
所
　
川
崎
区
新
川
通
３
の
10

　大正 12 年創業。100 年近く続く老舗の人形店「人形工房はやしや」
（川崎区新川通）には、毎年この時期、さまざまなひな人形が並びます。
寒い日が続く中、店内は春を感じさせるような華やかさです。

　
ひ
な
人
形
は
〝
大
事
な
も
の
で
、

壊
れ
や
す
い
〞
と
い
う
理
由
で
、
大

人
が
飾
る
、
子
ど
も
に
は
触
ら
せ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
の
中
に
飾
っ
て
い
る
の
で
触
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
家
庭

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
節
句
文
化
の
普
及
に
取
り
組

む
、
３
代
目
代
表
で
人
形
師
の
小
林

誠
さ
ん
は
、「
大
人
が
飾
る
の
で
は

な
く
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
も
人
形
に
触

れ
、
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
飾
っ
て

ほ
し
い
」
と
強
調
し
ま
す
。

　「
お
子
さ
ん
を
主
役
に
し
て
一
緒

に
飾
る
こ
と
で
、
親
子
の
触
れ
合
い

の
時
間
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
汚

さ
な
い
よ
う
、
手
を
洗
っ
て
き
れ
い

に
し
て
か
ら
両
手
で
し
っ
か
り
持

つ
、
と
い
う
物
を
大
切
に
す
る
優
し

さ
や
気
遣
い
は
、
人
に
も
優
し
く
な

れ
る
と
思
い
ま
す
」。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
同
店
の

（
駐
車
場
あ
り
）。「
貝
塚
」
バ
ス
停

徒
歩
１
分
。
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
、
京
急
川

崎
駅
徒
歩
15
分

　
営
業
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
。
５
月
５
日
（
木
・
祝
）
ま
で
無

休☎

 
０
４
４
（
２
２
２
）
４
８
３
５

生活空間に調和するおひなさま「逸品飾り」 人形工房

はやしや

シ
ン
プ
ル
な「
令
和

逸
品
飾
り
」が
人
気

衣
装
に
直
接
絵
柄
が

施
さ
れ
た「
手
描
彩
色
雛
」

「自分でできた！」の喜びを自信に

　１月29日（土）と30日（日）の
午前10時から午後５時まで、
手描彩色師による絵付け実演
会を開催。30日までに購入す
ると、ひな人形にお子さんの
名前と花の誕生月の絵柄を入
れる特典があります。

絵付け実演会で
お子さんの名入れを実施

乾坤の雛「即位黄櫨染」

衣裳着 夢香雛 総手描彩色
「ふるさと」

生活空間に調和する「令和逸品飾り」
（写真は総手描彩色雛「ひととせ」）

木目込 天世雛  総手描彩色
「想い風に乗せて」
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